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学長 吉 田 修

平成13年 10月学長就任以来、大学のあるべき姿を胸に描きつつ、ものごとの判断に際して

「本学の将来jを最も重視し、出来るだけ公正に最善を尽くしてきたつもりです。 しかし、不十

分な点、いたらぬ事も多々あったと思います。今日までなんとか学長を務めることができました

のは、すべて教職員の皆さん、県当局、同窓会、関連病院などのご理解とご協力のおかげです。

今回、 二期目を務めることになりましたが、 公立大学法人化をはじめ山積している多くの重要

かつ困難な課題にしっかり取り組み、本学のさらなる発展への舵取りをするようにとの皆さんの

ご意向と受け止めております。

いま本学は創設以来といってもよい、非常に大切な時期にありますが、最大の課題は公立大学

法人化だと思います。その意義は法人化検討委員会の答申「本学における公立大学法人化に係る

課題について (平成16年 11月)Jに集約されております。すなわち大学の自主性・自律性およ

び機動性 -柔軟性を高め、期待される利点を最大限に活かしより良い大学を作り上げるのが目的

です。

県の機関から独立して法人になるということは、自律的、 機動的で柔軟な法人運自が出来ると

いうことですが、これは取りも直さす、大学の経宮に自己責任を持たねばならないということでも



あります。そして、教育と研究に高い識見をもっ教員による教学と、豊富な知識と経験、優

れた経済感覚を有する専門家による経営が、車の両輪のごとくうまく回転してこそ、社会の

要請に応えた大きな発展が望めると思っております。現在、私を含めて本学の教職員の中に、

大学や病院の経営の専門家と呼ぶことが出来る人はいないといっても良いのではないでしょ

うか。法人化に際しては理事会や経営協議会に卓越した経自の専門家に加わってもらわねば

なう芯いと思います。

申すまでもなく、法人化は経営的、経済的観点でのみ考えるべきではありません。大学の

理念を堅持し、大きな夢を持ち、高い理想を掲げて進むべきものであり、前向きなポジティ

ブ思考が必要だと考えます。

次に教育改革についてです。本学の教育改革は教員諸氏の弛まぬ努力により、着実に進ん

でいるといえます。今後はさらに六年一貫教育の完成を期さねばならないと考えます。また、

特徴のある、奈良県立医科大学ならではの医学・看護学教育が必要だと思います。

1999年ユネスコ成人教育国際会議で 「生涯学習は21世紀の鍵であるjと宣言されました。

成人学習のタイプに他者決定型学習、自己主導型学習そして自己決定・相互変革型学習とあ

りますが、本学に入学した学生の学習を他者決定型から、自己主導型へ変換させ、そして卒

業後は自己決定 -相互変革型へとなるよう導かねばなりません。この点に関して教員自身の

学習と議論を通じて、全学的合意のもと実行しなければならないと考えております。

昨年4月から始まった新臨床研修医制度は、日本の医療を良くするためにどうしても成功

させなければなりませんが、地方の医師不足など重大な問題をもたらしたことも事実です。

医学研究者への道に進む者が減少する可能性があるとともその一つです。つまり、大学院へ

進む者の減少です。この問題は本学にとっても大変重大です。社会人入学、専門大学院、専

門職大学院、修士課程などを含めての検討が必要です。

なお、平成18年7月29.30日、第38回日本医学教育学会学術大会を本学が主催すること

になりました。公立大学としては初めてです。「いま、医学教育に求め5れているもの」とい

った主旨のテーマで、日本の医学教育にとって意義のあるものとしたいと思っております。

同時に本学の医学教育の改善を加速させる動機となることも願っております。

環境の整備も重要課題です。本学は他の大学と比較して、環境整備が進んでいるとは決し

ていえません。学びの館は、清潔で静かで落ち着いた雰囲気でなくてはなりません。また最

良の医療を提供するのには、それなりのハード、が必要です。老朽化した建物も少なくありま

せん。遅滞のない対応が求められております。

大学は議論を通じて問題意識が次第に共有され、部署ごとの垣根を越えて、ベストの選択

ができるととろだと思います。それには、不十分な情報あるいは誤解に基づく意見の相違が

あってはなりません。ホームページの改善など、今後もコミュニケーションの充実に努めた

いと思っております。

大学改革の真の成果が現れ、正しい評価がなされるのは、五年後、十年後いやもっと遠く

二十年後のことでしょう。その時になって「大学がこのようになったのは、2007年の大学

改革が不備だ、ったからだ」といわれることのないよう、皆さんのご協力のもと最大限の努力

をするつもりです。

これかう二年間に取り組まねばなうない重要な課題は山積しております。教職員の皆さん、

また本学関連の方々のご理解とさらなるご協力をお願い申し上げます。

争



自ら学び、思い、行うこと
看護学科長伊藤明子

文部科学省はとの8月、新規高卒者と浪人生を合わせた大学・短期大学への進学率が前年度を

1.6ポイント上回る51.5%で、初めて5割を超えたことを学校基本調査速報として公表しました。

このことは、戦後歩んできた高等教育の普及が大きな節目を迎え、大学にとって教育の質や個性

を問われる時代に入ったことを告げています。

看護系の大学においても、その数は平成4年以降急増し、本年4月には127大学(修士課程70、

博士課程25)と芯りました。看護学教育の高度・専門化が推進されているということは、看護職

者のあるべき姿に向けた今日の社会的要請を端的に表していますが、実態としては、利用者の二

一ズに応えられる能力を身につけた看護職者をいかにして育てるかについて、大変苦慮しています。

天野郁夫氏(東大名誉教授)は、著書「大学改革Jの中で、 1991年に始まった大学改革は大

学審議会答申に基づく文科省 ・大学主導の改革であって、必す、しも学生5の二一ズを聞き入れた

ものではないと述べています。そして、ユニバーサル段階に突入した今日では、ます変化するの

は「学生の意識」であり、大学で積極的に展開されている教育改革について、現状を十分見極め、

学生の視点に立って進めることの重要性が強調されています。

そうしたなかにあって、わが国では近年、高等教育が著しく普及している反面、フUーターや

二一ト、引きこもりといった現象に象徴されるように、自分のしたいととがわからず引きこもっ

たり、他人を傷つけても何も感じない若者などが急増しています。言い換えれば、今の青少年には、

「大人になるというのはどういうととか」が理解できず、 「発達課題Jが社会の中で見えにくく

なってきているのではないでしょうか。

幸いなことに、昨年4月に設置された看護学科への入学生は、素晴らしい感性と看護職になり

たいという強い動機を持っています。しかし、気になる一面として、大事なことに気付いても、

それを表現したり、行動に移すことが苦手だというととがあります。医療者に限5す、人間とし

て大事な育ちの核心は、 「損をしても危ない目にあっても、このととは必すやらなければなうなしリ

といった自分なりの信念が内面に育つこと、つまり具体的芯知識や技能といった「見える能力J
より「見えない能力」の育ちに教育の視点、をシフ卜することが求められています。 また、 教え5
nて学ぶのではなく、 空気のように当たり前と考える生活の中に埋もれている人生の宝を発見し、

日常を大切にする人に訪れる自ら“気づく"瞬間、目が啓かれる経験こそが、内面の育ちにつな

がると思います。

中国の古典「論語」には、 「学びて思わざれば則ちくらし、思いて学ぱざれば買Ijちあやう し」

という言葉があります。これは、知識だけをいくう詰め込んでもその知識のうえに立って自由に

創造的に考えなければ、ものごとははっきり見えす、考えても学ぱなければ、独断に陥って危険

であるという意昧があります。また、 「不言実行」や「知行合一」という言葉で示されるように、

ただ学び思うだけで行動しなければ、評論家になってしまう懸念があります。

今後教育改革を推し進めるに当たっては、今一度教育の原点に立ち返り、 「自ら学び、思い、

行うこと」、この3つの要素を兼ね備えた人材を育てるための教育環境を創造することが重要な

課題と考えています。

ホオジ口

[if¥オジ口通信のいわれ]

ホオジロの鳴き声は 「イッピツケイジョウツカマツリソウ口ウ( 筆啓上仕り候)Jと

聞乙えるといわれます。本学教職員および関係者の皆様に 筆啓上仕るという意昧で、

この欄をホオジロ通信と名付けました。

c;p 



『医学知識の膨張jという医学教育の大きな課題
教育開発センター教授森田孝夫

現在の医学・医療が直面している課題を列挙すると、 1 )医学知識の膨張、 2)患者の知識の

増大 ・意識の変化、 3) IT革命の進行、 4)医療関係諸職種の増加と連携、 5)専門家 (ブ口フ

工ショナル)としての教育、 6)医師の専門細分化などが挙げられます。これらは世界的に共通し

た課題であり、世界各国がさまざまな士夫をして対処しています。今回はとの中で「医学知識の

膨張jを取り上げて考えてみたいと思います。

近年の分子・遺伝子・細胞生物学の急速な進歩によって開発された遺伝子診断-治療、人工生

殖、脳死臓器移植などの高度先端医療技術を例に挙げるまでもなく、目覚しく発展した医学・ 医

療に伴って得られた知識は膨大な量となっていることは周知のとおりです。医学教育の視点で考

えると、既存の教育システムでは到底教えるととができないほどに医学知識は膨張したというこ

とになります。1例として学生の内科学テキス卜 (1新臨床内科学J)のページ数を初版 (1974年)

かう第8版 (2002年)までを見てみますと、25年間で約2.4倍に増加しています(図参照)。 他

の領域のテキス卜も同様の状況であると思いますので、これ5をすべて教えなければなら芯いと

すると単純計算で 125年前の2.4倍の教育期間」が必要となります。

では、この難問にどのように対処したらよいのでしょうか。「発想の転換が必要である」という

のが世界的に共通した認識であると思います。第一に、「医師の教育には基礎医学 ・臨床医学の音

学問のすべてが必修である」ということに異論を挟む余地は無いわけですが、 「告専門領域の最新

の医学・医療のすべてがすべての医学生に等しく必要なのであろうかJという発想です。たとえ

ば、 移植医療の基礎知識は必要と しても、将来移植医療に携わら芯い医学生にその最先端の知

識・技術を教えるととが本当に必要なのでしょうか。もちろん、将来、 移植医療に進みたいと希

望している学生には、それを学習できる機会を与えるべきでしょう。つまり、すべての学生が学

習すべき基本的な部分を「コア」として必修とし、それ以外の医学知識・ 技術は医学生の二一ズ

に合わせて選択制として、 深く勉強できるようなカリキュラムに変更するということです。

第二に、 従来は学科(いわゆるオロジ-)別に組まれていた力リキユラムを、学科の枠をはす、

して、臓器・系統別に統合 (インテグレーション)し、スリム化して教えるというものです。た

とえば基礎医学では、解剖学、生理学、生化学

と分かれて講義されていたものを、循環器系、

呼吸器系、消化器系芯どといった臓器別の枠組 |学生が学ばなければならない内科学の知識

みをつくり 、その中で「循環器系の解音IJ.生

理・生化学」というように、まとめて授業する

形式に変えていくわけです。

第三に、「医学知識jを伝授するのではなく、

「学習方法」 を教える発想です。これは学習者が

自分の二一ズに合わせて、必要な時に必要芯知

識・技術を自分で学習できる習慣を身につける

もので、自己主導型学習 (Self-Oirected

Learning， SOL)と呼ばれています。これを力

リキュラムの中で実現する方法と して、大講堂

令
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での一斉講義 (100人規模) をやめ、 7~9名程度の学生の小グループを編成し、各グループにチ

ユータとよばれる教員を配置した小グループ学習を行う方法が開発されました。日本では問題墓

盤型学習 (Problem-BasedLearning， PBL)またはPBLチュートリアル (PBLTutorial)と

呼ばれているものです。

以上のべた、「選択制の導入」、「カリキユラムの統合」、「自己主導型学習」の3つの力リキュラ

ム改革は、文部科学省が週去10年間で積極的に推し進めているもので、 2001年3月、文部科学

省の医学・歯学教育の在り方に関する調査研究協力者会議は、報告書 i21世紀における医学歯学

教育の改善方策についてJの中でとの考え方を明示していますし、さ5に、 「モデル-コア・力リ

キユラム」も示されました。これらは、本学の教育システムを改革していくうえで基本に据える

べき理念であることはいうまでもありません。本学に即した教育力リキュラムに活かしていきた

いと思います。

平成18年度入試日程 (学務課)

医学部・短期大学部

学科別 入試区分 募集定員 出願期間 試験日 合格者発表

看護学科 ?佐 薦 20 
平成17年11月1日(火)

11月26日(土) 12月13日(火)
~ 11 月2日(水)

短期大学部
自主 15 

平成17年12月14日(水)
1月13日(金) 1月31日(火)

専 攻 科 ~12月 1 5日(木)

医 子声ム"' 科 目リ 期 75 2月25日(土)
2月26日(日)

3月9日(木)

看護学科 前 期 40 
平成18年1月30日(月)

医 チームA、 科 j愛 期 20 
~2月 7日(火)

3月12日(日)

3月22日(水)

看護学科 f愛 期 20 3月13日(月)

看護学科の推薦と短期大学部専攻科の募集要項は、事務局学務課厚生 ・入試係で配布中です。医学科と看護学科の前

期 後期日程の募集要項は、 1 1月中旬に配付予定です。

大 学院医学研究科

専 攻 募集人員 出願期間 試験日 合格者発表

第次募集 第一次募集 第次募集
地域医療 ・健康医 学

平成17年11月14日(月) 11月30日(水) 12月13日(火)
専攻 7 

~ 1 1月18日(金)

10時か514時まで

郵送の場合は

生体情報病態制御医学 11月18日(金)までに必着

専攻
13 

第二次募集 第二次募集 第二次募集

平成18年1月10日(火) 1月25日(水) 2月14日(火)
~ 1 月 13日 (金)

生体分子機能再建医学
10時か514時まで

専攻
20 郵送の場合は

1月13日(金)までに必着

学生募集要項は、事務局学務課教務係で配付しています。

令



秒⑧⑨o 病理病態学講座 ]

前立腺癌の発癌、進展メカニズム
助手島田啓司

前立腺癌は、欧米諸国において男性癌死亡率の第 2位であり、本邦でも近年急速に増加しつつある注目す

べき癌の一つである。しかしながら、前立腺癌については前癌病変も含めた発癌に至るまでの病態がいまだ

十分解明されていない。私達はこれまでに、 Fas誘導性細胞死シク、ナルのアダプタ 分子 (Fasassociated、

death、domain、FADD)の194番セリンにおけるリン酸化なうびにこれを制御するMAPキナーゼ、

c-jun-NH2 teriminal kinase (JNK)が前立腺癌細胞の増殖抑制や化学療法感受性の促進に深くかかわるこ

と、 FADDが正常な前立腺上皮細胞では大分部がリン酸化されているにもかかわらず、癌細胞では高度に脱

リン酸化され、その程度が病理組織学的芯悪性度に比例するととを見出している。以上の事実は、 FADDの

脱リン酸化が前立腺癌の細胞増殖や細胞死に関与するだけでなく、癌化そのものに大きな影響をもたらす可

能性を示唆している(図 1)。また、このシグナルが前立腺発癌過程に有意に機能しているか否か、正常前

立腺のprogenitor細胞にj主目して追求している。もともと損傷、治癒の際に重要な役割を担うprogenitor

細胞の増殖シグナルは癌細胞のシグナル伝達機構と重複するところが多く、その癌化メ力二ズムや癌細胞に

みられる癌幹細胞、癌progenitor細胞の|司定芯どは癌の全貌を理解する上で極めて重要であると認識され

つつある(癌幹細胞説，図 2)。我々の教室でも、すでにヒ卜前立腺におけるprogenitor細胞を同定、培養

することに成功しており、その癌化メ力二ズムにおよぼすFADDりン酸化調節機構の役割について検討を進

めている。

さらに最近、我々は大阪大学との共同研究で、前立腺癌ならびにその前癌病変において特異的に発現する

新規遺伝子、 PCA-1 (前立腺癌抗原)をク口一二ングした。現在、その詳細な機能解析を行っているが、

増殖因子を介した細胞増殖を促進させる 方、抗癌剤の感受性を阻害させる機能を有することが分かってい

る。

癌研究は病理に従事する研究者にとっても転換期を迎えている。これまで膨大な癌研究論文が報告されて

いるにもかかわらす、いまだに癌は克服されてい芯いし、それどころか、増え続ける新しい知見を整理しき

れすかえって混迷の度を増しているようにもみえる。乙れを克服するため、私達の研究室では、病理組織学

的研究という殻に閉じこもることなく、臨床はもちろん分子生物学や薬学あるいは再生医学の専門家にも研

究に参加いただき、より有用性の高いデータを提供できるよう努力している。なお、共同研究は本学j必尿器

科学教室、京都大学ウイルス研究所(アポトーシスのシグナル伝達、米原伸教授)、大阪大学薬学部(抗癌

剤耐性の仕組み、辻川博士)、鶴見大学歯学部(再生医学、粛藤教授、美島助教授)と行っている。

図1
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移⑧⑨⑨〉 哲学(看護学科) 1 

ハイデガー哲学における他者論の可能性

私が主に研究に取り組んでいるのは、八イデガ の哲学である。ハイデガー (1889-1976)は人間存

在のあり方や現代社会の構造を根源的lこ思索した20世紀を代表する哲学者である。彼の主著と目されてい

る 『存在と時間j (1927年)は哲学・ 倫理学のみなうす、さまざまな学問分野に多大芯影響を及ぼしてお

り、 20世紀最高の哲学書という評価もなされている。

ハイデガ 研究から遠ざかっていた時期もあったが、ここ数年は 『存在と時間』およびその前後の講義録

の研究に立ち返っている。今、 私が特に関心を抱いているのは、 ハイデガー哲学、とりわけ主著の 『存在と

時間』を他者論として読解していくことである。 r存在と時間』では、現存在(人間存在)は他者との共同

存在と術語化されているものの、他者は日常的に接する世人としてしか分析されていない。 そのため、 従来

から八イデガーに対して他者論の欠如ないしは不徹底といった批判がよくなされてきた。しかし、主要なも

のがほぼ出揃いつつある講義録を縄くと、違った八イテ、ガー像が浮かびあがってくる。つまり、 ハイデガー

は他者についての陳述を 「本質上、難しい」と留保し、 主題的に取り上げることはしなかったにせよ、他者

の問題を絶えす、念頭に置いていた。彼は他者の問題を決して軽視してい芯いのである。

他者との本来的芯相互共同性を築いていくためには、現存在は自己自身へと一度投げ返され単独化されな

ければならない。ハイデガーはそのように考えている。ここで単独化という点にとらわれてしまうと、八イ

デガーに対して「独我論的jとか「他者の不在jという印象を持つことに芯ってしまう。だが、 単独化され

た固有の自己といえども、つねに何かを気づかっている存在である。八イデガーは現存在の存在のあり方を

「気づかいjという語でもって言い表す。むろん、現存在は他者との共同存在であるゆえ、他者のことも気

づかっている。単独化といっても、孤立的な存在になるととを意昧しているのではない。 単独化とは最も固

有芯自己であることに徹することである。ハイデガ に従えば、各自が固有の自己であろうとするととによ

って、他者との本来的な相互共同性が生まれるのである。 私はこう した点を踏まえて、八イデガーが自己と

他者との関係をどのように捉えていたのかを明確にすることにより、彼の哲学を他者論として読解する可能

性を提示していきたいと考えている。

ととろで、八イデガー哲学は看護理論にもさまざまに取り入れられている。 私も看護理論への応用に関心

を抱いているのだが、私が見るかぎり、ハイデガ一哲学を看護理論へと応用している論者の多くは、自らの

主張の補強のために一面的に援用しているにすぎない。芯かには曲解としか思えない援用もある。看護行為

は対人的な行為であるのに、 ハイデガーが他者をどう捉えていたのかを明確にしないまま、彼の哲学を手が

かりにして看護行為を論じようと試みたところで不毛に終わってしまうであろう。看護理論の分野では、

ブーパーの我一汝関係もよく引き合いに出されているが、ブーパーが説く特別な出会いを看護理論に応用す

ることは有効であろうか。むしろ、現存在を他者との共同存在とみなした八イデガーの他者論のほうが、看

護理論の構築を支える思想的基盤に芯りうるのでは芯いか。とういった観点から上記の研究を、ハイデガー

哲学を看護理論へと応用するための新しい視点の提示に発展させたいとも考えている。

~ 



この度、関西文化学術研究都市(株)けいはんなが、文部科学省の補助を受けて実施している 『知的

クラスター創成事業』に、教室が行ってきました研究テーマ 「医療用スマートデバイス&システムの

研究開発と事業化」が採択されました。

との事業は大学・公的研究機関等を核として産学官が連携して共同研究を遂行し、国際的な競争

力のある技術革新のための知的クラスターの創成を目指すもので、本学を中心に近畿大学電子シス

テム情報士学科、京都大学工学研究科、東京工業大学理工学研究科などの大学やマイクロ二クスや

E-CATオフィスなどの企業が参加しています。

本ブロジ、工クトでは、医療用スマ トデバイスとして、テレメトリシステムを用いた鰐脱機能総合診

断システム(鰐脱内圧測定システム、尿流率計など)の基本コア設計・診断支援システム技術の開発

を行い、デバイスプロトタイプを作成し実証実験を行います。との研究では、我が国が誇る双方向通

信用超 LSI技術と超小型低消費電力極小センサ技術を駆使して、無拘束で長時間にわたる生体計

測の基盤の確立を目指しています。

心身に苦痛なく、検査されていること自体を自覚せす、日常生活における身体の反応を無拘束状態

で長時間測定できる夢の検査機器を開発するととで、新たな工ビデンスに基づいた診断と治療の発

展に大きく貢献すると考えています。また、この基盤技術を応用して、多くの臨床医家や研究者のひ

らめきを具現化しうるプラットフォームを提供することもこの研究の大きな目的の1つであります。

....................................................................................................................... 

看護副部長(物品管理担当) 池田 映子

所属における物晶管理は看護管理者としても重要芯業務です。患者の処置や看護に必要なものが、需要

に応じてすぐ準備できなければなうないこと、かつそれらが、期限切れのないよう使用され、在庫管理が適

切に行われているとと、また、同じ作用や同じ効果であれば、経済的な側面からより安価なとと、等を考慮に

入れた物品管理がなされる必要があります。

しかし現実には、組織が大きいこと、専門が多様化していること等で、使用する医療用消耗品や物晶が多

晶種・多種類にわたるため、ややもすると管理がおろそかに芯りがち芯のが現状です。

2年後の独立法人化にむけても経済的な側面は無視できず、適正な使用と在庫管理に基づく病院全体

の医療材料購入費削減へ向けた、日常の物晶管理業務を見直す時期であると考えております。

その具体的な例として、

①消費した事実を確認した上での伝票請求

②吸引力テーテルの種類の変更

③除菌ぬれタオルの検討

④紳創膏やド、レッシンク、材の種類の検討

⑤八イゼガーゼの用途の検討

など、現場の意見を吸い上げながら、患者に安全で使いやすく、より経済的な物晶を効率よく使用できるこ

とを目的に、一種類一種類検討を重ねています。

また、病院管理課用度係が進めている物晶管理システムに看護部として参加することによって、使用した

医療材料が漏れなく保険請求でき、かつ需要にスピーディに対応し、伝票請求など物晶管理業務における

手作業を少なくし、システム機能を利用した正確で簡便な業務へと効率化を図りたいと考えております。

手
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.岡仰天車両芯子附貝τ翼民Vi'-.小児科学講座教授吉岡章 j 

平成17年7月13日に和歌山県那智勝浦町で開催された第41回献血運動推進全国大会において

「昭和天皇記念学術貰Jを皇太子殿下(日本赤十字社名誉副総裁)から親授されました。

本学術賞は、昭和天皇の御遺金が日本赤十字社に下賜され、これを基に基金が設立され、「血液事

業の進歩発展に関し、特に優れた学術的業績のあった個人及び団体に対する顕彰」として、平成2年

か5始まり、私が16人目でありました。 .

私は、週去35年の問、一貫して血友病やvonWillebrand病を中心lこ、先天性及び後天性出血性疾

患の診断と治療の推進、病因と病態の解明に携わり、患者さんのQOLの向上を目指して参りました。

この実績が今回このよう芯形で顕彰され、殿下から親しく労いのお言葉も賜りました。これは一重に

志高くこの領域の学術研究に遭進して来た優秀な教室員の精進と、奈良医大や国内外の尊敬する指

導者や協力者があったればこそと、ととに改めて感謝の意を表するものであります。

，ケ1

吉岡教授(右は記念賞のトロフィー) 皇太子殿下から賞を授与

. . ・......................................................................................................................・

目オープンキャンパスの実施 (学務課)

前号でお知らせしましたオープンキャンパスが7月30日(土)に行われました。当日は、高校

生を中心に医学科と看護学科をあわせて約350名の参加者がありました。また、施設見学は当日

整理券を配布しておりましたが各学科とも定員の100名分全て申込みがあり、人気の高さを裏付

けました。

オ ブンキャンパスの実施にあたりまして

は、学長を始めとした教員の方々、そして在

学生のボランティアの皆さんのご協力によ

り、成功裡に終えることができました。ご協

力いただきました皆様に厚く御礼申し上げま

す。今後より一層充実した内容にするように

工夫していきますので、ご協力よろしくお願

いいたします。

在学生によるメッセージ

令



公立大学法人化に向けた検討状況についてお知らせします

(総務課法人化準備室)

公立大学法人化準備委員会及び各専門部会において、法人化に向けて幅広い観点か5検討が進め5
れています。これまでの検討状況の概要は、次のとおりです。

EI~:~包冒曽当封印同首長藍司E霊園

.部局長に係る組織体制の見直し

副学長(医療担当(附属病院長))、副学長(教育研究担当)を設置するなどの方向で詳細検討中

。役員会及び経営審議会・教育研究審議会の構成等

次のとおり取りまとめる予定

理事長、昌IJ理事長、理事で構成する役員会を設置する。
-盲IJ理事長 1人を置くことができる こととする。

-理事は4人以内で構成

役員会 -冨IJ学長(教育研究担当)、副学長 (医療担当(附属病院長))、総務担当、

経営・財務担当で構成

-但し、経営・財務担当が副理事長となる場合は、非常勤理事を置くことができる。

-理事の任期は、 2年(再任可)

経 営 法人の経営に関する重要事項を審議

審議会 -委員は 12人以内で構成

-学内委員及び学外委員で構成

教育研究 大学の教育研究に関する重要事項を審議

審議会 -委員は 15人以内で構成

-学内委員及び学外委員で構成

-~書官吾~!f岩園自i!~~霊園

.教員の兼業の取扱い 週8時間以内という従来どおりの取扱いを基本とする0

.労働基準法への対応(教員についての取扱い)

-臨床医学の教員には 1か月単位の変形労働時間制、その他の教員には裁量労働制を導入

* 1か月単位の変形労働時間制とは、 1か月間の平均労働時聞が 1週間あたり40時間以内であれば、日によ

って勤務時間を変えて勤務させる ことができる制度。また、裁量労働制とは、業務の性質上、 業務遂行の

手段や方法、時間配分等を大幅に労働者の裁量にゆだね、労働時間の管理を労働者に任せる制度。

-教員の宿日直及び超過勤務手当の取扱いについては、当面は従来どおりの当直体制、時間外応援

謝金の支給により労働基準法への対応を図る。

.給与及び諸手当の支給法人化時点では、県の現行制度をそのまま引き継ぐことを基本とする。

EE彊畏ヨE開冒雷iE聖霊ヨ・

財務・会計制度及び財務・会計関連システムの概要、システム導入に当たっての現状、問題点等を

把握。また、土地・建物、固定資産等について現在、調査中

E::W.:目匹刑庄司同首長島主ヨ!~.

中期目標(案)及び中期計画作成の前提として、本学教育・研究等の10年、20年後のあるべき姿

について検討するとともに、現行の大学の理念及び目的を見直し検討中



-国lib=f扇厨司臨ヨ同苗I!~司Eヨr~.

-附属病院長の専任制、権限強化

附属病院長を専任とする方向で詳細検討中。これまでの検討で、学外者の登用及び再任を可とし、

病院の予算や人事に関する事項について附属病院長の権限を強化するこ ととなっている。

.コメディカルか5の副院長の登用

副院長として従来からの臨床教員2名に加えコメディカルかS1名登用し、 3名体制とする方向

で詳細検討中。なお、学外者の登用は不可とし、任期は附属病院長の任期に合わせる(再任可)。

| 法人化に向けた検討状況等については、当紙面のほか、本学ホームページ

i 中の学内情報サイトにも掲載しています。内容についてのお問い合わせは、 i 
i 法人化準備室(内線 2531 ・2532) までお願いします。 I

平成16年度 奈良県立医科大学費特別会計の決算について
平成16年度の決算額は、第二本館整備等終了により、歳入 (主に県債の減)、 歳出(主に普通建設事業

の減)とも対前年比約 15%の減になりました。一方、病院使用料収入は対前年比5.3%の増であり、収支

差引額は対前年比177%の増で前年度より大きく改善しました。

平成17年度も厳しい財政状況かうとれまで以上の歳入確保、歳出削減が必要になります。平成19年度

からの独立行政法人化に向けて、病院使用料をはじめとする収入確保、経費節減や合理化にこれまで以上

の努力と理解をお願いいたします。

諸収入
433.4 
(1%) 

繰越金 ¥ 
369 .0 ー~...i
(1%) 

財産収入
3.8 (0%) 

国庫支出金
166.5 (1%) 

手数料
56.6 (0%) 

賃付金

(総務課)

歳入決算総額 32，977百万円

(対前年度ム5，429百万円、 14.1%減)

歳出決算総額 32，057百万円

(対前年度 ム5，980百万円、 15.7%減)

収支差引額 920百万円

(参考)

[歳入]

(対前年度 589百万円、 177%増)

使 用料 主に大学授業料、病院使用料(診療報酬)等

繰 入 金 一般会計繰入金 一般会計かう財源補填のために支出

される経費

基金繰入金 交流会館整備のために取り崩した大学整

備基金

諸 収入主lこ研究生授業料や専修生受講料、受託事業収入

県 債定位放射線装置整備等に関する借入金

[歳出]

物件費人件費、維持補修費、補助費等以外の経費の総称で、

医薬材料費、各種委託料等

普通建設 定位放射線装置整備等に関する経費

補助 費奨励会交付金、各種協会等負担金、臨床研修医謝金等

公 債費 過去に借り入れた県債の元利償還金



8月は定例教授会等が開催され芯い月ですが、今年は、学長の任期が9月末
までということで、 8月に臨時教授会が開催され、学長候補者として吉田現学
長が再任(任期2年)され、知事あて内申されました。

また、本学の法人化に向けて法人化準備委員会の5つの専門部会で実質的芯検
討が開始されました。

なお、7月から9月の将来計画委員会及び教授会での主な提案議題の内容は次
のとおりです。

J 
ム.. 

議し、「申合せ」として定めることについて承認するととも

に、選考に必要な「基本方針」のたたき台について意見交

換を実施[乙の基本方針については、10月の将来計画委員

会で意見を聴き、看護学科教授会議で提案される予定]

基礎看護学教授選考に係る基本方針について

基礎看護学の伊藤教授が今年度末で停年となることから、

教授選考を開始することについて審議、承認

平成18年度看護学科第3年次編入学選抜試験の合

格者の決定について

8月31日に実施された同試験の実施状況及び結果につ

いて報告の後、15人の合格者と30名の追加合格候補者を

決定

(7月12日承認〕

大学院中央研究施設管理規程の一部改正について

大学院中央研究施設の運宮を先端医学研究機構施設部

運営委員会で統一して管理することにより、施設の利用の

円滑化を図ることを目的とした規程の一部改正について

承認[審議を法規委員会に付託、9月の教授会議で承認]

研究用放射線障害予防規程の一部改正について

安全性の 層の向上を目的として、国の法律等が改正

されたことを受けた本学規程の 部改正について承認[

審議を法規委員会に付託、9月の教授会議で承認 ]

平成18年度医学部医学科入学者選抜要項について

[平成17年度との変更内容は、看護学科の入学者選抜要

項と同じ]

(総務課)
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教授選考(選挙)に係る規程の取り扱いについて

7月の教授会で、数学と物理学の教授候補者の選考にお

いて、無効票があり決定にいたうなかったため再選考となっ

たことについて、無効票の取扱について再度検討願いたい

との発言があり、再検討した結果、2月の医学科教授会議で

「現行規程の精神を尊重し、投票の結果疑義が生じたとき

には、その都度教授会で対応策を検討していく」こととなっ

たが、その後、投票を行った教授選考がないことか5、「再

度同じような問題が発生した時点、で再検討する」という検

討結果を得た。[9月の全体教授会で報告]

外国語のあり方検討部会か5の報告

大崎検討部会長から、英語を使いこなすことができる医

師や看護師を育てる教育方法として、「外国人講師による

英語のチヤツトラウンジを設置Jするという、部会での検討

案が報告され、委員会において意見聴取を実施 [9月の全

体教授会で報告し、意見を聴取]

(9月13日承認〕

教授の退職について

生化学の吉原教授から、今年度末で退職したい旨の申し

出があったごとに関し、教授選考に関する規程に基づき、

教授会で承認
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教授会・学科教授会議〈
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(7月12日承認〕

平成18年度医学部看護学科入学者選抜要項について

平成17年度の入試と比べ、出願資格として個別入学資

格審査の実施や試験科目として英語のリスニングの追加

等の変更を行うこととした入学者選抜要項について承認

教員の大学・大学院入学に関する取り扱い要領の改

正について

従来、看護学科の教員に適用されていた職務専念義務

免除による大学院入学に関する取り扱い要領について、県

条例の改正に伴い、公務の遂行に支障のない範囲におい

て修学部分休業を申請し承認を受けることと改正すること

について承認

[9月13日承認〕

精神看護学教授選考に係る基本方針について

精神看護学の教授については、看護学科の設置時(平成

16年4月)において候補者がなかったため空席となってい

たが、7月の教授会で「医学部看護学科教授選考に関する

規程jが制定されたことから教授選考を実施することとなっ

た。

このため、教授選考において必要とする事項の内容を協

貝委酉計来1寺
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(7月12日承認〕

学長の選考について

学長候補者選考委員会か5学長候補者を公募した結果、

吉田修氏(現本学学長)が推薦されたとの報告の後、学長

候補者とすることについて承認[今後、候補者からの公開

講演会を行った後、教員全員による信任投票を実施]

学長候補者について選挙を実施するにあたり、各協議会

から1名すつの計4名からなる選挙管理委員会( 般.豊田

教授、基礎高木教授、臨床吉川教授、看護江上教授)を設

置することについて承認

教授選考規程の改正等(法規委員会の審議結果)に

ついて

看護学科における教授選考規程が必要で、あること等から、

6月の教授会で「教授選考に関する規程」を「医学部医学

科教授選考に関する規程」及び「医学部看護学科教授選考

に関する規程」に改正するとと等について承認され、審議

を法規委員会に付託されていたが、草笛法規委員長か5法

規委員会での審議内容の報告後、承認 [7月12日付で施行]

医科大学・附属病院経宮改善計画の改訂について

本学経営改善計画については、平成12年に10年間の経

営改善計画として策定されたものであるが、医療制度の改

正や新たな施設整備計画の具体的進展等に伴い見直しを行っ

た改訂案について、6月の教授会で審議したととろ、設定さ

れた目標値や法人化との関係等から多くの意見が出され

たため継続審議とされていた。

今回、法人化の中期目標・計画の内容に沿った見直しと

するため「法人化後に見直すJとされていた案を「法人化

に際して見直すjと改正して承認

(7月12日報告〕

予算委員会委員の選任について(任期:9月1日かS2年)

哲 学教授豊田剛

病理病態学教授小西 登

眼科学教授 原 嘉昭

皮膚科学助教授浅田秀夫

(8月2日承認〕

学長の選考について

全教員を対象とした信任投票の結果を受け、臨時教授会

で吉田修氏(現学長)を学長候補者とすることを承認[知

事あて10月1日付の発令を内申再任の場合は任期2年]

(9月13日承認〕

電気保安規程の一部改正について

本年10月か5、「常時絶縁監視装置Jを設置すること等

に伴い測定項目に「絶縁監視」の内容を追加すること等を

内容とする同規程の別表の 部改正について承認[9月13

日付で施行]

(9月13日報告〕

法人化準備委員会か5の報告

〔内容は、1O~ 11ペ ジに記載のとおり〕

第35固奈良医大白菊会総会及び第59回解剖慰霊祭(学務課)

人; I 平成 17年9月 15日午後2時から第35回奈良医大白菊会総会が 般教育校舎第 1講義室で聞かれまし

た。年lこ1度の総会ということで、会員相互の親睦を深める絶好の機会となっており、新入会者14名を

含む105名の参加者がありました。

年を経るごとに献体への理解が深まり、新入会者40名を加えて現存会員数は、平成17年8月31日現

在で925名になりました。

引き続き午後3時か5大講堂において、第

59回解剖慰霊祭が執り行われました。系統解

剖及び病理解剖者のご遺族、白菊会会員、来賓、

教職員、学生等約380名が参列しました。今

年新たに系統解剖30柱、病理解剖48柱の計

78柱の御霊を加えて5540柱をお配りしまし

た。参列者全員による黙とうの後、学長の祭文

奉読、在学生を代表して3年生総代の菅生貴仁

さんの感謝文奉読、 参列者の献花と続き、 学長

のお礼の挨拶で滞りなく終了しました。

争



ホームページを全面更新しました!
(総務課研究支援室)

今や情報発信の手段として欠かすことの出来芯いものとなったホームページ、で、すが、本学におきま

しても、その公式ホームページの見直しについて、学内外の皆様より、ご意見・ご要望が寄せられて

おりました。

そこで事務局では、本年7月より本学のホームページを全面的に更新し運用を開始しました。

新しいホームページは、

①『見る人』の立場か5、見やすく分かりやすい画面構成とすること

② 更新頻度を維持していくこと

を念頭に作成・運営しております。また、学内向けのページも準備が出来次第立ち上げていく予定
です。

まだ、走り出したばかりで多少の不備・不具合があるかもしれませんが、 今後更なる充実を図って

いく予定ですので皆様の御協力よろしくお願いします。

奈良医大公式ホームページ http://www.naramed-u.ac.jp/ 
...•.•.••.........•••••.••.••.•............................................•..•......................................... 

なかよし保育園園児募集 (総務課)

皆さんは、なかよし保育園をご存知でしょうか。附属病院正面玄関から北へ徒歩 1分、 杉本薬

局の北隣にあります。今年で開園36年を迎え、医師や看護師として働いている卒園生もいます。

家庭的な雰囲気の中で基本的な生活習慣を養い、友だちとのふれ合いの中で社会性を身につける

ととができ、大学や病院の勤務で保育に充分芯時聞が取れない保護者にとって、安心して子ども

を預けられるところです。とりわけ、毎日行っている散歩では、身体を鍛え見聞を深めることが

できます。また、離乳食、アレルギ 除去食や手作りのおやつ、園児の体調に合わせて作られる

給食は、保護者にも大好評です。附属病院の小児科に協力いただいて月 1回の検診も行っており、

職場に近いので産休明けで入国しても授乳に行くとともできます。

産休明け・育休明けで保育園をお探しの教職員の皆様、お子様の初めての集団生活をなかよし

保育園で体験させてみませんか。

保育時間 午前7時~午後7時、 第 l第3土曜日は平日どおり開園

入学は随時受付(定員は18名)をします。見学は事前に保育園まで電話してください。

詳細は、なかよし保育園(内線2296)または総務課(内線2206)まで

..........................••.....................................................•..••...........................•...... 

今月から吉田学長の2期目がスター卜しています。

吉田学長が本学に就任され、ます着手されたこと

は学内のコミュニケ ションの改善でした。それは、

吉田学長と本学教職員との、また、本学教職員閏

のコミュニケーションの向上を目指すもので、した。その一環としてこの

学報が誕生し、本号で14号となりました。

足掛け4年の問、学報には本学における様々芯出来事を掲載してま

いりましたが、中でも重点を置いてきたのが本学における大学改革で

ありました。今後は、本学の最大の課題ともいえる法人化への取り組み

を教職員に理解し協力しても5うことにも努力していきます。

学報も4年目を迎え、編集委員も逐次バトンタッチし編集体制にも新

しい人材を加えており、さうに充実した内容としていきたいと思います。

14 
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0山下 勝 幸 (生理 学第一)

吉田泰彦 (英 語)

王寺 幸輝 (寄生虫学)

金内雅夫(内科学第 一)

上田憲子 (母性看護 ・助産学)

小林 雅 子 (看 護 部)

岡田 高男 (病院管理課)

芳 倉 亮 ( 学 務課)

大門 喜信(総 務 課)

山本 徳 子 (総務課研究支援室)

(0印は委員長)


